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物価高、とりわけ米価の高騰はとどまるところを知らず、

日頃からゆとりのないひとり親世帯の家計には大きな困難

がのしかかっています。ひとり親の皆さんは子どもたちの

ため、少しでも収入を増やそうと努力していますが、個人

の力では物価高には追い付けないのが現状です。

当団体は今年度、全国の1300世帯に年 3 回、お米など

の食品をお送りします。また 11 月は新小学 1 年生にラ

ンドセルをプレゼント、年明けからは新入学お祝い金の

募集も始めます。

日本のひとり親世帯 135万世帯のうち、私たちの会員登録

は 1万3000 人なので約1パーセント、お米をお送りでき

ているのはさらにその中の 1割に過ぎません。しかし「今

もう食べるものが買えません」というご連絡をいただいた

方には、会員かどうかにかかわらず、状況をお聞きし緊急

の食料品を送っています。セーフティネットというには微

力ではありますが、「この親子に生きてほしい」「この日を

乗り切ってほしい」という思いに支えられた活動です。

一方、私たちのミッションは何なのか、改めて議論、検討

し価値を構築しているところでもあります。子育てと仕事

の両立の難しさ、ジェンダーギャップ、格差の拡大、子ど

もたちの自殺や不登校の増加など、さまざまな社会課題が

複合し、ひとり親の困難に集約されているともいえます。

私たちの活動から見える課題を社会に投げかけていく役割

も果たしていかなければなりません。

当団体の会計不正問題の公表から 2 年が経ち、会計修正と

再発防止、基盤強化の取り組みは今年一段落を迎えること

ができました。

皆さまのご支援をいただきながら引き続き、時代のニーズ

に応える団体であり続けられるよう歩んでいく決意です。

いつもしんぐるまざあず・ふぉーらむの活動を支えていただき、
心から感謝申し上げます。



夏休みに入り、中学生の息子は部活でお弁当が必要なことが多々あり、お米の消費量がと

ても増えていたので本当に助かりました。昨今のニュースなどで息子もお米が高いのを気

にしており、とても食べ控えがあり心配しておりました。いつもはおかわりをしていた子

が一杯目をよそうことすら減らそう減らそうとしていて、親として心が痛かったです。「た

くさん食べてね、控えなくていいんだよ」と声はかけていますが、中学生になり家計のこ

となど考えてくれているようです。みなさまのお気持ちとても嬉しく受け取りました。「お

かわりしてね！」と段ボールを囲みながら息子と話しました。すこし嬉しいようなはにか

んだ笑顔でした。ありがとうございました。
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